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心的外傷後成長（PosttraumaticGrowth）の

向上に影響する要因の研究

玉 腰 歩 実＊

本研究の目的は、外傷経験から自己成長感を得るに至る要因、及びその過程を検討すること

であった。

研究１では344名の大学生を対象に、外傷後成長尺度（PTGI-J）、BigFive（TIPI-J）、ネ

ガティブな反すう尺度（NRS）、ソーシャルサポート尺度（SESS）を用いて質問紙調査が実

施された。その結果、外傷後成長尺度と、それぞれの尺度との間には有意な相関がみられた。

研究１の結果を受けて、研究２では、交差遅れ効果モデルを用いて、因果関係の検討を行っ

た。その結果、外傷後成長を促す要因は、外向性の高さとソーシャルサポートの多さという結

果が示された。また、外傷後成長を妨げる要因は、ネガティブな反すうのコントロール不可能

性であるという結果が示された（Table参照）。

Table PTGI-Jと各尺度との因果関係
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＊中部大学大学院 国際人間学研究科心理学専攻

TIPI-J
.10 .06 .17 *** .02
.02 -.02 .02 .02
.11 * .08 .05 .06
.06 -.09 .12 * -.01
.07 .03 .07 .02

-.02 -.07 .05 .04
.03 -.03 -.05 .02
.01 -.05 -.04 .13 *

.09 .09 .09 .04

.04 -.04 -.02 .11 *

NRS
-.09 .00 -.07 -.06
-.05 -.04 .00 .09
-.07 -.13 ** -.21 *** -.07
.05 -.11 -.08 .04

SESS
.16 *** .02 .09 .06
.13 ** -.03 -.02 -.01
.20 *** .06 .12 * .06
.05 .02 .00 .00

***
p<.001, **

p <.01, *p<.05



研究３では、半構造化面接を行い、外傷経験から自己成長感を得るに至る過程を検討した。

分析にはM-GTAを用いた。その結果、物質的なサポートよりも人的なサポートの方がより外

傷後成長が促進されることや、外傷経験を経たことが、進路や将来の職業観に影響を与えると

いうことが示唆された。
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